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１
万
円
の
保
険
料
の
引
き
下
げ
と

す
べ
て
の
人
に
保
険
証
を

田
母
神
節
子
議
員

　
国
民
皆
保
険
は
、
必
要
な
と
き
必
要
な
医
療
が

受
け
ら
れ
る
世
界
に
誇
る
医
療
制
度
で
あ
る
。
資

格
証
明
書
７
名
、
短
期
保
険
証
63
名
で
、
保
険
料

が
払
え
な
け
れ
ば
保
険
証
は
渡
さ
れ
な
い
。
年

１
万
円
の
値
下
げ
で
、
す
べ
て
の
人
に
保
険
証
を

渡
し
、
病
気
が
重
症
化
し
な
い
う
ち
に
、
だ
れ
も

が
必
要
な
と
き
に
必
要
な
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
す
べ
き
と
考
え
る
。

寄
居
駅
南
、
男
衾
駅
周
辺

で
面
整
備 

を
実
施

5億2,915万円

　

昨
年
度
着
手
し
た
寄
居
駅
南
地
区

で
は　

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
面
整
備
を
行

い
ま
す
。
こ
の
整
備
に
よ
り
、
寄
居
駅
南
地
区
の
面
整

備
は
完
了
と
な
り
ま
す
。
22
年
度
か
ら
整
備
を
進
め
て

い
る
男
衾
駅
周
辺
地
区
も　

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
面
整
備
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

10
立
方
メ
ー
ト
ル
以
下
基
本
料
金

の
１
日
も
早
い
設
定
を

田
母
神
節
子
議
員

　
景
気
低
迷
に
よ
り
年
収
２
０
０
万
円
前
後
の
世

帯
が
増
加
し
、
基
本
料
金
内
世
帯
が
４
１
６
９
世

帯
と
増
加
傾
向
に
あ
る
。
ホ
ン
ダ
寄
居
工
場
の
稼

働
に
伴
う
水
の
大
量
使
用
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、

節
水
し
て
い
る
世
帯
へ
、
10
立
方
メ
ー
ト
ル
以
下

の
基
本
料
金
の
１
日
も
早
い
設
定
が
必
要
で
あ

る
。

折
原
地
区
が
今
年
度
か
ら

本
格
稼
働
に

　

昨
年
７
月
に
供
用
開
始
と
な
っ
た

折
原
地
区
が
、
今
年
度
か
ら
本
格
稼

働
と
な
り
ま
す
。
予
算
と
し
て
は
、
前
年
度
比
６
％
の

減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
施
設
整
備
が
完
了

し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
既
に
供
用
を
開
始
し
て

い
る
今
市
及
び
用
土
中
央
地
区
に
つ
い
て
は
、
適
切
な

維
持
管
理
を
行
う
と
と
も
に
、
本
管
へ
の
排
水
接
続
を

促
し
て
水
質
保
全
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　8,325万円

収
益
的
収
入
は
　
％
の

増
加
を
見
込
む

　

彩
の
国
資
源
循
環
工
場
第
Ⅱ
期

事
業
に
向
け
た
加
圧
ポ
ン
プ
場
の

建
設
が
完
了
し
た
こ
と
に
よ
り
、
前
年
度
比
12
・
２
％

減
額
予
算
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ホ
ン
ダ
寄
居
工

場
の
本
格
稼
働
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
給
水
収
益
は

４
６
０
０
万
円
の
増
収
と
な
り
、
収
益
的
収
入
は　

％

の
増
加
と
な
り
ま
す
。
施
設
整
備
で
は
公
共
下
水
道
事

業
等
の
公
共
事
業
に
あ
わ
せ
、
配
水
管
の
新
設
や
増
径

を
行
う
と
も
に
、
計
画
的
な
老
朽
管
の
更
新
を
進
め
、

安
定
供
給
に
努
め
ま
す
。

12億7,132万円

※金額は、万円未満切捨

引
き
続
き
医
療
費
適
正
化

と
効
率
的
な
運
営
に
努
力

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の

予
算
額
は
、
前
年
度
に
対
し
約

１
億
２
７
０
０
万
円
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
年
度

も
財
源
不
足
を
補
う
た
め
1
億
５
０
０
０
万
円
を
一
般

会
計
か
ら
繰
り
入
れ
て
い
ま
す
。
国
保
財
政
の
健
全
化

を
図
る
た
め
、「
健
康
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ポ
イ
ン
ト

事
業
」
を
は
じ
め
、
特
定
健
診
受
診
率
と
特
定
保
健
指

導
実
施
率
の
向
上
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
普
及
啓

発
、
慢
性
腎
臓
病
保
健
指
導
事
業
な
ど
に
よ
り
、
医
療

費
の
適
正
化
と
効
率
的
な
運
営
に
努
め
る
も
の
で
す
。

45億1,821万円

健
診
費
用
助
成
の
ほ
か

健
康
づ
く
り
事
業
も

　

町
で
は
、
運
営
主
体
で
あ
る
埼
玉

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
と
連

携
し
、
保
険
料
納
付
通
知
書
の
送
付
と
徴
収
、
給
付
申

請
な
ど
の
窓
口
事
務
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
高

齢
者
の
健
康
維
持
と
介
護
予
防
な
ど
の
た
め
、
健
康
増

進
事
業
で
あ
る
健
康
診
査
や
人
間
ド
ッ
ク
費
用
の
助
成

を
引
き
続
き
実
施
し
て
い
く
と
と
も
に
、
高
齢
者
の
健

康
の
保
持
増
進
の
た
め
、
ふ
る
さ
と
健
康
体
操
な
ど
の

健
康
づ
く
り
事
業
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

3億1,028万円

平成 25年度予算…特別会計・事業会計…予算のあらましと議員の意見は…

１
日
も
早
い
廃
止
と
75
歳
以
上
の

医
療
費
の
無
料
化
を田

母
神
節
子
議
員

　
75
歳
に
な
る
と
別
の
保
険
に
入
る
と
い
う
、
世

界
に
も
例
の
な
い
医
療
制
度
で
あ
る
。
運
営
を

行
っ
て
い
る
、
埼
玉
県
後
期
高
齢
者
広
域
連
合
議

会
の
状
況
も
見
え
な
い
。
２
０
１
３
年
度
は
、
保

険
料
も
値
上
げ
の
よ
う
だ
。
75
歳
以
上
の
医
療
費

は
無
料
に
す
べ
き
と
考
え
る
。

今
後
も
、
町
民
が
安
心
し
て
医
療

給
付
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
努
力
を

大
久
保
幸
夫
議
員

　
健
康
診
査
や
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
に
意
欲
的
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
健
康
づ
く
り
事
業
の
推
進
に

よ
り
、
高
齢
者
の
健
康
増
進
と
医
療
費
の
増
加
抑

制
に
努
め
て
い
る
姿
勢
を
評
価
す
る
。
今
後
も
、

広
域
連
合
と
連
携
し
、
町
民
が
安
心
し
て
医
療
給

付
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
ま
た
、
高
齢
者
に
対
し
て
分
か
り
や

す
く
親
切
な
対
応
と
保
険
料
の
確
保
に
努
め
て
い

た
だ
く
よ
う
要
望
す
る
。

予
防
事
業
な
ど
の
取
り
組
み
で

財
政
改
善
の
姿
勢
を
評
価

神
田　
崇
議
員

　
急
速
な
高
齢
化
に
よ
り
医
療
費
が
増
加
す
る
一

方
で
、
税
収
の
増
加
が
見
込
め
な
い
状
況
の
中
、

一
般
会
計
か
ら
多
額
の
繰
り
入
れ
が
行
わ
れ
る
と

い
う
非
常
に
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い
て
い
る

が
、
予
防
事
業
や
町
民
の
健
康
づ
く
り
に
も
積
極

的
に
取
り
組
み
、
国
保
が
置
か
れ
た
厳
し
い
状
況

を
改
善
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
評
価
す
る
。

水
道
の
利
用
増
に
備
え
、配
水
管
の

整
備
が
重
要

原
口　
孝
議
員

　
町
民
・
利
用
者
の
方
々
に
安
全
で
安
心
、
お
い

し
い
水
の
提
供
を
心
が
け
、
必
要
不
可
欠
な
諸
事

業
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
、
ホ
ン
ダ
寄
居
工
場
、

資
源
循
環
工
場
等
が
開
業
、
ま
た
、
企
業
誘
致
等

に
よ
る
水
道
水
の
利
用
増
加
が
見
込
ま
れ
る
中
、

老
朽
管
の
更
新
・
配
水
管
整
備
等
は
、
ま
す
ま
す

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
企
業
運
営
も
、
職
員

の
努
力
に
よ
り
黒
字
決
算
で
あ
る
。
今
後
も
安
全

で
安
心
、
お
い
し
い
水
の
万
全
な
る
供
給
体
制
づ

く
り
を
要
望
す
る
。

安
定
給
水
の
強
化
と
災
害
に
強
い

水
道
づ
く
り
に
努
力
を瀧

澤　
忍
議
員

　
ホ
ン
ダ
寄
居
工
場
の
本
格
稼
働
に
伴
う
給
水
収

益
を
的
確
に
見
込
む
と
と
も
に
、
公
共
事
業
に
合

わ
せ
た
配
水
管
の
布
設
や
漏
水
事
故
の
防
止
、
震

災
対
策
を
踏
ま
え
た
老
朽
管
の
更
新
事
業
を
計
画

的
に
進
め
て
お
り
、
水
道
事
業
の
使
命
と
も
言
え

る
安
定
供
給
に
努
め
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え

る
。
今
後
も
安
定
給
水
の
強
化
、
災
害
に
強
い
水

道
づ
く
り
に
努
め
る
と
と
も
に
、
町
民
が
安
心
し

て
利
用
で
き
る
水
道
水
を
供
給
す
る
た
め
、
特
段

の
努
力
を
要
望
す
る
。

面整備…各家庭や工場などから排出される汚水を取り込む下水道管を整備すること。
終末処理場まで流す幹線とともに、一定の区域で一体的に整備が進められます。

1.8
1.8

6.8
2.3

次
の
ペ
ー
ジ
は
「
農
産
物
加
工
施
設
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
を
制
定
」
ほ
か


